
生活支援体制整備事業とは何か

生活支援体制整備事業で行う「地域づくり」とは

生活支援体制整備事業で行う「地域づくり」とは

地域包括ケアシステム
が構築された地域をつくること、と考えるべきです。

出典：厚生労働省
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地域包括ケア実現に向けた中核的な機関※

地域包括ケア実現の課題「中核機関が忙しすぎる」

（出所）老人保健推進事業等補助金 老人保健健康推進事業
調査研究報告書（各年度）より作成

※厚生労働省老健局ホームページより

地域支援事業の一部改正（平成26年）

出典：厚生労働省 介護予防・日常生活支援総合事業のガイドライン
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出典：厚生労働省老健局

地域包括支援センターの機能を強化する生活支援体制整備事業

２ 生活支援体制整備事業（法第１１５条の４５第２項第５号）

イ 生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）

(ア) 業務の目的

次の a から c までに掲げる内容を目的に、(イ)に掲げる業務（以下「コーディネート業務」という。）を実施する。

a 資源開発（地域に不足する生活支援・介護予防サービスの創出（既存の活動を地域とつなげることを含む。）、
生活支援・介護予防サービスの担い手（ボランティア等を含む。）の養成、元気な高齢者をはじめとする多世代の地
域住民が担い手として活動する場の確保等）

b ネットワーク構築（多様な主体を含む関係者間の情報共有、生活支援・介護予防サービス提供主体間の連携の
体制づくり等）

c ニーズと取組のマッチング（地域の支援ニーズと生活支援・介護予防サービス提供主体の活動のマッチング等）

なお、生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）は、コーディネート業務を担う者であり、例えば、ａに掲げ
る資源開発においては、資源開発そのものではなく、高齢者を含む多世代の地域住民、生活支援・介護予防サービス
の実施者、地域包括支援センター及び市町村をつなげ、それらの連携・共創を推進する役割を担うものである。した
がって、市町村及び地域包括支援センターは、適切に生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）との緊
密な連携のもとで、サービス・活動事業としての事業化等を進めること。

生活支援コーディネーター（SC）の業務の目的

a 資源開発 b ネットワーク構築 c ニーズと取組のマッチング

生活支援コーディネーターの業務

出典：厚生労働省 地域支援事業実施要綱
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「結果」（アウトプット）と「成果」（アウトカム）

ロジックモデル：投入・活動・結果・成果の論理構造図（W.K.Kellogg Foundation. Logic Model 
Development Guide, 2003、 Rossi, et al. プログラム評価の理論と方法、をもとに作成）

a 資源開発

b ネットワーク構築

c ニーズと取組のマッチング

例えば「協議体の開催回数」「育成したボランティア数」「資源マップに掲載した資源の数」
は成果ではなく結果。事業目的ではなく手段を整備したに過ぎない。

SCが関わって高齢者に変化がなければいけない←「成果」

今後 事業のどこを評価されるのか
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SCが重点を置いている業務

問10 生活支援コーディネーターとしての業務として、 特にどの業務に重点を置いて現
在の業務を遂行していますか。特に重視をしている活動を最大3つまでお答えください。

2,947件の回答

① 地域における既存の資源の把握と可視化
（マップ作り等）

② 地域における新しい地域資源の開発

③ 地域における新しい介護予防・生活支援
等に資するネットワークの構築

④ 要介護等の認定を受けている高齢者の
ニーズに対する地域資源へのマッチング

⑤ 要介護等の認定を受けていない高齢者の
ニーズに対する地域資源へのマッチング

⑥ とくに重視している／いたものはない

出典：令和5年度老健事業 英国等諸外国における支援を必要とする住民と地域の多様な主体との調整を行う職種と
の国際比較を通した生活支援コーディネーターの活動基盤強化に関する調査研究 成果報告書（国際長寿センター）

生活支援体制整備事業とケアマネジメントの接続は必須

出典：蒲原基道氏（元厚生労働事務次官）講演資料

SCの仕事の範囲は元気高齢者向けの仕事だけではない
→「自分らしい暮らしを人生の最後まで」というコンセプトに合わない

ここしか対応しない
なら地域包括ケア
システムを担ってい
ると言えない

SCがケアマネジメ
ントと接続すること
は必須

自分らしさの実現
生活全般を支援

特に要支援者をターゲットにすべきで、ケアマネジメントとの接続は必須
→地域包括支援センターの機能強化
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76歳女性からの依頼、104歳の母が作った小物入れをもらってくれる人を探して
ほしいというもの。

この104才の女性は、紙で小物入れを作るのが趣味で、娘が施設に訪問するたびに
小物入れを持って帰るよう言うが、娘はすでにたくさん持って帰っているためその申
し出を断った。
そこで日頃お世話になっている施設の職員に小物入れをプレゼントするようになり、

職員はそれを知人に配っていたが、ついに渡す人がいなくなってしまい、
「いっぱいもらったから大丈夫。また欲しい人がいたら聞いとくね」と断ったという。

小物入れを渡す人がいなくなったこの女性は落ち込んでしまった。
そこで女性は、母が小物入れを作り続けてもいいように、小物入れをもらってくれ

る人を探してほしいという依頼を出しました。

ニーズと地域資源のマッチング事例

※イメージ

おばあちゃんこれからもたくさん作ってね

➀神社に行って、絵馬を書くペン立てにしてもらう

②お客さんに配ってくれることに

③焼き菓子を入れてラッピングして
販売することに

これが生活支援コーディネーターの活動

ニーズと地域資源のマッチング事例

※イメージ
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SCの活動：役割のイメージ

資源開発
（情報収集・可視化）

ネットワーク構築
（多様な主体との調整、
役割の整理、目的の共有）

マッチング

資源開発（養成・組織化）：上記ができないときに行う活動

いきなりサービスや取組みを作るという取組みにした結果、
または「住民主体の活動」に固執した結果、

成果が上がらないという状況が多くないでしょうか……

まず目指すべきは、今ある資源での「マッチング活動」です。

住民からの「かわいそうだから」というニーズは、
正しいものでないことがあり、しかも得たニーズを反故にしにくい。
廃用症候群を引き起こすような活動はもちろん不適切。

ボランティアを作ることが目的ならこれでいいかもしれないが
住民が地域において自立した日常生活を営むことができるよう支援することを目的
とする（地域支援事業実施要綱）なら、地域包括ケアシステムがある地域をつくる
なら、医療・介護専門職をニーズの起点にすべき。

マッチングすべきニーズはどこから取り出すのか
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